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彙 報 昭和53年7月 ～
昭和53年9月

第二 回国際 シンポジウム

The2ndInternationalSymposium,Division

ofEthnology,TheTaniguchiFoundation

テーマ:「 アラスカ原住民 の文化史一 エス

キモーとインデ ィアンー 」

(Culture且istoryoftheAlaska

Natives-EskimosandIndians-)

日時:昭 和53年8月21日(月)-28日(月)

場所:国 立民族学博物 館,東 洋紡績総合研究

所求是荘

摘要:ア ラスカを フィール ドとす るアメ リカ

およびカナダの若干の人類学者7名 を招聘

して第二回国際 シンポジウムが,本 館な ら

びに財団法入民族学振興会(千 里事務 局)

の共同主催 財団法人谷口工業奨励会45周

年記念財団の後援 によって,開 催 された。

シ ンポジウムの前半 は本館で,後 半 は大 津

市堅 田の東洋紡績総合研究所求是荘に会場

を移 して行 なわれた。期間内に6セ ッショ

ンが持 たれ,大 小15の ペ ーパー発表があ り,

それぞれ質疑応答 が行 なわれた。また,総

合討論で は,各 ペーパ ー発表者 により提起

された諸 問題の討論 が展開 された。

シンポジウムの 結果 は,国 立 民族 学 博

物館の 欧文研 究 報告(SenriEthnological

Studies)の 一部 として発表 され る予定 であ

る。

組織委員会

委員長

梅棹忠夫 国立民族学博物館長

委 員

祖父江孝男 国立民族学博物館第1研 究

部長 ・教授

佐 々木高明 国立民族学博物館第2研 究

部長 ・教授

伊藤 幹治 国立民族学博物館第3研 究

部長 ・教授

蒲生 正男 明治大学政経学部教授

834

国立民族学博物館研究報告3巻4号

宮本 繁雄　 国立民族学博物館管理部長

実行委員会

委員長

小谷 凱宣　 国立民族学博物 館第1研 究

部助教授

委 員

秋道 智弥　 国立民族学博物館第2研 究

部助手

秋道 三夫　 財団法人民族学振興会千里

事務局事業課員

小山 修三　 国立民族学博物館第4研 究

部助教授

松山 利夫　 国立民族学博物館第1研 究

部助手

森川 国雄 国立民族学博物館管理部 庶

務課共同利用係長

中牧 弘允　 国立民族学博物館第1研 究

部助手

小川 了　 国立民族学博物館第3研 究

部助手

岡田 宏明　北海道大学助教授文学部北

方文化研究施 設

宇治 日出二郎　財団法人民族学振興会千

里事務局事業課長

湯浅 叡子　 財団法人民族学振興会千里

事務局長

参加者

・報告者

ANDERsoN,AssociateProfessor,Dept.

DouglasD.ofAnthropology,Brown

Univ.

BuRGH,Mechaniscburg,Pennsyl-

Ernests.,Jr.vania・

DuMoND,ProfessorandChairman,

DonE.Dept.ofAnthropology,

Univ,ofOregon.

蒲生 正男　 明治大学政経学部教授

小谷 凱宣　 国立民族学博物館助教授

宮岡 伯人　 小樽商科大学助教授

NELSON,　 ResearchAssociate,Dept.

RichardK.　 ofAnthropology,Univ.of

Alaska.
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岡 田 宏 明 北海 道 大 学 助 教 授

TowNsEND,AssociateProfessor,Dept.

JoanB.ofAnthropology,Univ.of

Manitoba

WoRKMAN,AssociateProfessor,Dept.

WilliamB.ofAnthropology,Univ.of

Alaska

WoRL,RositaAnchorage,Alaska.

・討 論者

加 藤 晋 平　 筑 波 大 学 歴 史 ・人 類 学 系 助

教 授

小 山 修 三　 国立 民 族 学 博 物 館 助教 授

岡 千 曲　 相 模女 子 大 学 助教 授

岡 田 淳 子　 東 海 大 学 講 師

祖 父 江 孝　男 国 立民 族 学 博 物 館教 授

梅棹忠夫　 国 立 民族 学 博 物 館 長

日 程

8月21日(月)

午 後 国 立民 族 学 博 物 館見 学,館 長 室 訪 問

夕 方 館 長主 催 歓 迎 レセ プ シ ョン

8月22日(火)

9:00-9=35

開 会 の 辞梅棹 忠 夫

キ イ ノ ー ト ・ス ピーチ 蒲生 正 男

``AlaskanstudiesbyJapaneseAnthro -

pologists,,

第1セ ッシ ョ ンー 伝 統 文 化 の成 立:考 古

学 的 背 景

9:45-12;15(午 前 の部)(座 長Dumond)

Anderson:ContinuityandChangein

thePrehistoricRecordofNorth

Alaska.

Workman:ContinuityandChangein

thePrehistoricRecordfromSouthern

Alaska.

14:00-16:30(午 後 の部)

(座 長Anderson)

岡 田 ・小 谷:PrehistoryandPoleoecology

oftheAlaskaPeninsalaasSeenfrom

theHotSpringsSite,PortMoller.

Dumond:ANaturalHistoryofSubsis-

tenceSystemsinPrehistoricAlaska.

8月23日(水)

第2セ ッ シ ョ ンー 伝 統 文 化 の 特 質:民 族

誌 的 ・社 会 入 類 学 的 背 景.

9:30-12:00(午 前 の 部)(座 長Townsend)

Burch:TraditionalEskimoSocietiesin

NorthwestAlaska.

蒲 生:TheBandStructureandAccultu-

rationamongtheEskimosofNelson

Island,SouthwesternAlaska.

14:00-16:30(午 後 の 部)(座 長Burch)

Townsend:SocictalChangeandEthnic

DevelopmentinEighteenthand

NineteenthCenturySouthemAlaska.

Nelson:AthapaskanSubsistenceAda-

PtationsinAlaska。

8月24日(木)

9:30-12:00

総 合 討 論(A):伝 統 文 化 の 諸 問 題 に つ い て

(座 長　 岡 田 宏 明)

夕 方 谷 口豊 三 郎 氏 主 催 晩 さ ん 会(京 都)

8月26日(土)

第3セ ッ シ ョ ンー 伝 統 文 化 の 変 化:変 化

の 現 状

9:20-12:00(午 前 の 部)(座 長Nelson)

Worl:TheNorthSlopeInupiatCon-

temporaryWhalingComplex・

、Miyaoka:AalaskaNativeLanguages

inTransition.

14:00-16:30(午 後 の 部)

(座 長Workman)、

Burch:CulturalRevitalizatiollamong

NorthAlaskanEskimos.

Nelson:CultureChangesamongAtha-

paskansinInteriorAlaska.

Dumond:CommunityPatternsonthe

SouthCoastofBristolBay.

Miyaoka:BilingualEducationProg-

ramamongCentralYupikspeakers.

Worl:AlaskaNativeClaimsSettlement

Act.
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8月27日(日)

9:30-12=OO

総合討論(B):ア ラスカ原住民の文化変化

の諸問題 について(座 長Worl)

14:00-15:30

総合討論(C):ア ラスカ原住民 の文化変 化

の諸問題 について(継 続)(座 長Worl)

15:45-16:40

話題提供:祖 父江孝男一 現代 日本社会の

文化変容

16:40-17:00

閉会 の辞　 蒲生 正男

夕方 サヨナ ラ ・パ ーティー

8月28日(月)

9=OO-11=00

連 絡会議:今 後の研究協力 と出版 計画 につ

いて(座 長 小谷凱宣)

館内合同研究会

昭和53年

9月13日 「ヨーロッパ民族学 こぼればな

し」J・ クライナー

海 外 に お け る研 究 ・調 査 ・収 集活 動

氏 名 出 発 帰 国 行 先

杉 本 尚 次(第4研 究 部 教 授)53・7.253.8,31ス ウ ェーデ ン,フ ィ ン ラ ン ド,

ノル ゥ ェ ー,ド イ ッ連 邦 共 和 国,

連 合王 国

加 藤 九 詐(第1研 究 部 教 授)53.7.753.8.16ソ ビエ ト連 邦 共 和 国,モ ンゴル

人 民 共和 国

宮 本 勝(第5概 究 部 助 手)53.7.1153.7.31フ ィ リピ ン共 和 国

関本 照 夫(第2研 究 部 助 手)53.7.1554.5.14イ ン ドネ シア共 和 国

梅棹忠 夫(館 長)53.7.2353.8.11ユ ーゴ ス ラ ビア,ブ ル ガ リア,

ハ ンガ リー,チ ェ コス ロバ キ ァ,

ドイ ツ連 邦 共 和 国

吉 本 忍(第2研 究 部 助 手)53.7.2553.8.22パ プ ァ ・ニ ュー ギニ ァ

佐 々木 高 明(第2研 究 部 教 授)53.8.153.9.2タ イ

田邊 繁 治(第2研 究 部 助 教 授)53.8.153.9.2タ イ

野 村 雅 一(第5研 究 部 助 教 授)53.8.454.1.9ユ ー ゴ ス ラ ビア,ル ーマ ニ ア

友 枝 啓 泰(第2研 究部 助 教 授)53・8・2054.8.19ペ ル ー,エ クア ドル,ボ リビア,

ア メ リカ合 衆 国,ブ ラ ジル,ベ

ネ ズ エ ラ,コ ロ ンビ ア

宮 本 勝(第5研 究部 助 手)53.8.2153.12。1フ ィ リピ ン

藤 井 龍 彦(第4研 究部 助 教 授)53.8.3054.1.28ペ ル ー,チ リ,ボ リビ ア

松 原 正 毅(第2研 究部 助 教 授)53.8.3154.2.28ト ル コ,ア フガ ニ ス タ ン

栗 田 靖 之(第2研 究 部 助教 授)53.9.153.10.31ア メ リカ合 衆 国,メ キ シ コ

端 信 行(第3研 究 部 助教 授)53.9.154.3.4フ ラ ンス,カ メ ル ー ン,中 央 ア

フ リカ共 和 国

江 ロ ー久(第3研 究 部 助教 授)53.9.154.3.22フ ラ ンス,象 牙 海岸,ト ー ゴ,

カ メル ー ン

和 田 正 平(第3研 究 部 助教 授)53・9.154.3.22フ ラ ンス,象 牙 海 岸,ト ー ゴ,

カ メ ル ー ン'
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田邊 繁 治(第2研 究 部 助 教 授)53.9.1154.9.10連 合王 国

秋 道 智 彌(第2研 究部 助 手)53.9.1353.9.25イ ン ドネ シ ア共 和 国

松 山 利 夫(第1研 究 部 助 手)53.9.1553.10.1ア メ リカ合 衆 国

杉 本 尚次(第4研 究 部 教 授)53.9.1653.9.25西 サ モ ア

櫻 井 哲 男(第5研 究部 助 手)53.9.2153.10.10大 韓民 国

山本 紀 夫(第3研 究部 助 手)53.9.2554.3,30ペ ル ー,ボ リビア

来 館 者 抄

昭 和53年

7月6日　 上 田 篤(大 阪 大 学教 授)

11日　 東 村 武 信(京 都 大 学 教 授)

13日　 石 井 庄 司(東 海 大 学 教 授)

17日　 若 泉 敬(京 都 産 業 大 学 教

授)

三 木 新(同)

21日　 野 田 一 夫(立 教 大 学 教 授)

27日　 梅 漢 昇(大 阪 大 学 教 授)

8月17日　 谷 村 晃(大 阪 大 学 教 授)

山 口 修(同 助 教 授)

8月19日HesungC.Koh(HRAF.ア

ジァ研 究 部 長)

KwangKoh(Professor,Cen-

tralConnecticutStateCollege)

ED.JAMEs(Director,Central

ConnecticutStateCo11ege)

8月21日 ～29日

谷 口財 団 国際 シ ン ポ ジ ウム参

加 者

8月28日　 周 達 生(神 戸 中 華 同文 校)

12日　 CarlosR.Margain(メ キ シ コ

国立 自治大 学 大 学 院 教 授)

18日　 李 杜 鉱(ソ ウル大 学 教 育学

部 教 授)

A.バ ッタ チ ャ リア(カ ル カ ッ

タ大 学 教 授)

J.ダ ナ ンジ ャヤ(イ ン ドネ シ

ア大 学 文 学 部 講 師)

T.D.ジ ョ シ(ネ パ ール 王 国 学

士 院 会 員)

S・ ワ ン リポ ー ドム(シ ル パ コ

ン大 学 教 授)

服 部 勉(東 北 大学 助 教 授)

19日　 中 川 文 雄(筑 波 大学 助教 授)

23日　 周 培 源(中 国 科学 院副 院 長

北 京大 学 校 長)

崔 泰 山(同 外 事 局 責 任

者)

王 大 玲(同 長 春 光 機 所

長)

都 柏 林(同 物 理 研究 所 研

究 員)

顧 以 健(同 大 連 化物 所副

研 究 員)

26日　 DonaldH.Shively(Professor

ofJapaneseHistory,Harvard

University)

FriedrichA.vonHayek(Uni-

versitatFreiburg)

28日　 中 村 光 男(オ ー ス トラ リァ国

立 大学 客 員 研 究 員)

30日　 米 花 稔(神 戸 大 学 名 誉 教

授)
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